
山
田
一
仁
本
会
会
長
（
札
幌
市

議
会
議
長
）
、
柳
居
俊
学
・
全
国

都
道
府
県
議
会
議
長
会
会
長
（
山

口
県
議
会
議
長
）
、
櫻
井
正
人
・

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
（
宮

城
県
利
府
町
議
会
議
長
）
は
8
月

29
日
、
あ
か
ま
二
郎
・
自
由
民
主

党
総
務
部
会
長
、
冨
樫
博
之
・
同

部
会
長
代
理
、
森
屋
宏
・
同
に
面

談
し
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年

金
へ
の
加
入
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

要
請
で
は
、
要
請
書
（
「
地
方

議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入

に
つ
い
て
の
要
望
」
�
下
掲
）
を

手
交
の
上
、
柳
居
都
道
府
県
議
長

会
会
長
か
ら
「
27
年
の
統
一
地
方

選
挙
で
道
府
県
議
会
議
員
、
市
区

町
村
議
会
議
員
の
選
挙
の
平
均
投

票
率
が
過
去
最
低
と
な
り
、
住
民

の
政
治
へ
の
関
心
の
低
さ
や
地
方

議
会
議
員
の

な
り
手
不
足

が
深
刻
で
あ

る
。
国
民
の

幅
広
い
政
治

参
加
、
地
方

議
会
に
お
け

る
多
様
な
人

材
確
保
の
観

点
か
ら
、
地

方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金

加
入
の
た
め

の
法
整
備
を

実
現
さ
れ
た

い
」
と
要
請
。

続
い
て
、
山

田
本
会
会
長
、

櫻
井
町
村
議
長

会
会
長
が
発
言

し
、
面
談
者
と

の
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

要
請
書
は
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て

い
る
。

地方創生が我が国の将来にとって重要な政治課題
となり、その実現に向け大きな責任を有する地方議
会の果たすべき役割は、ますます重要となっている。
こうした要請に応えるため、地方議会議員の活動

も幅広い分野に及ぶとともに、より専門的な知識が
求められ、専業として活動する議員の割合も高くな
っている。
しかしながら、平成27年4月に実施された統一地方

選挙では、道府県議会議員選挙、市区町村議会議員
選挙の平均投票率が過去最低となるなど、近年、住
民の政治への関心の低さや地方議会議員のなり手不
足が特に町村議会において深刻な問題となっている。
こうした中、選挙権年齢の引下げに伴い、若者に

対して政治への関心を高めるための啓発活動の充実
強化を図るとともに、民間サラリーマン等と同様の
厚生年金に加入できるようにすることは、人材の確
保につながっていくと考える。
よって、国民の幅広い政治参加や、地方議会にお

ける多様な人材確保の観点から、地方議会議員の厚
生年金加入のための法整備を早急に実現するよう強
く要望する。
平成29年8月29日

全国都道府県議会議長会
会長 柳 居 俊 学

全国市議会議長会
会長 山 田 一 仁

全国町村議会議長会
会長 櫻 井 正 人

第2025号9月25日平成２9年
（２０１7年）

三三
議議
長長
会会
会会
長長
にに
よよ
るる
要要
請請

冨樫自民党総務部会長代理（右から2人目）

森屋自民党総務部会長代理（左から2人目）

地
方
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
に
つ
い
て
要
請

左から櫻井町村議長会会長、山田会長、柳居県議長会会長、
あかま自民党総務部会長

地方議会議員の厚生年金への加入についての要望
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自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
合

同
会
議
が
8
月
29
日
、
自
民
党
本

部
で
開
か
れ
た
。
松
原
成
文
国
と

地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る
特

別
委
員
会
委
員
長
（
川
崎
市
議
会

議
長
）
ら
地
方
六
団
体
の
各
代
表

と
武
藤
俊
宏
全
国
市
議
会
議
長
会

基
地
協
議
会
会
長
職
務
代
理
（
綾

瀬
市
議
会
議
長
）
ら
基
地
関
係
団

体
の
各
代
表
ら
が
出
席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
あ
か
ま
二
郎
・
自

由
民
主
党
総
務
部
会
長
か
ら
開
会

挨
拶
が
あ
っ
た
。

要
望
で
は
、
地
方
六
団
体
を
代

表
し
、
松
浦
正
人
・
全
国
市
長
会

会
長
（
防
府
市
長
）
か
ら
、
地
方

六
団
体
か
ら
提
出
し
た
「
自
由
民

主
党
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
主

要
要
望
項
目
」
（
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
に
触
れ
、
特
に
、

①
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
②
地
方

一
般
財
源
総
額
の
確
保
③
社
会
保

障
の
基
盤
づ
く
り
④
地
方
税
財
源

の
確
保
―
の
4
点
を
要
望
し
た
。

ま
た
、
基
地
関
係
団
体
を
代
表
し
、

朝
長
則
男
・
全
国
基
地
協
議
会
会

長
（
佐
世
保
市
長
）
か
ら
、
基
地

関
連
予
算
の
所
要
額
の
確
保
、
調

整
交
付
金
を
義
務
的
経
費
と
す
る

こ
と
な
ど
を
要
望
し
た
。

野
田
聖
子
・
総
務
大
臣
か
ら
は
、

30
年
度
総
務
省
予
算
概
算
要
求
に

つ
い
て
説
明
し
た
後
、
「
地
方
財

政
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体

が
地
方
創
生
や
防
災
対
策
な
ど
の

重
要
課
題
に
取
り
組
み
つ
つ
、
安

定
的
に
財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、

地
方
が
自
由
に
使
え
る
一
般
財
源

総
額
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
た
い
。

地
方
税
制
に
つ
い
て
は
、
森
林
環

境
税（
仮
称
）の
創
設
の
検
討
な
ど

地
方
税
収
を
充
実
確
保
し
つ
つ
、

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税
収

が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築

に
取
り
組
み
た
い
」
な
ど
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

挨
拶
の
後
、
野
田
大
臣
は
じ
め

政
務
三
役
、
地
方
六
団
体
な
ど
地

方
自
治
関
係
団
体
は
退
席
し
た
。

会
議
で
は
、
そ
の
後
、
30
年
度

予
算
概
算
要
求
等
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
た
模
様
。

ま
た
、
会
議
に
は
、
本
会
か
ら

「
平
成
30
年
度
政
府
予
算
並
び
に

施
策
に
関
す
る
要
望
」
（
総
会
決

議
、
本
会
各
委
員
会
の
要
望
を
合

わ
せ
て
作
成
）
、
本
会
基
地
協
か

ら
は
「
基
地
対
策
関
係
施
策
の
充

実
強
化
に
関
す
る
要
望
」
（
7
月

11
日
の
第
88
回
理
事
会
で
決
定
）

と
題
す
る
資
料
を
提
出
し
て
い
る

（
提
出
資
料
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）
。

自
由
民
主
党
国
防
部
会
・
安
全

保
障
調
査
会
合
同
会
議
が
8
月
29

日
、
自
民
党
本
部
で
開
か
れ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

（
会
長
�
市
岡
博
道
佐
世
保
市
議

会
議
長
）
か
ら
武
藤
俊
宏
会
長
職

務
代
理
（
綾
瀬
市
議
会
議
長
）
は

じ
め
6
市
の
議
長
ら
が
出
席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
若
宮
健
嗣
・
自
民

党
国
防
部
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

今
津
寛
・
同
党
安
全
保
障
調
査
会

長
、
寺
田
稔
・
同
党
前
国
防
部
会

長
、
小
野
寺
五
典
・
防
衛
大
臣
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事
で
は
、
基
地
対
策
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
、

山
口
幸
太
郎
・
防
衛
施
設
周
辺
整

備
全
国
協
議
会
会
長（
千
歳
市
長
）

か
ら
、
次
い
で
、
武
藤
会
長
職
務

代
理
か
ら
要
望
を
行
っ
た
（
要
旨

は
下
掲
。
要
望
後
退
席
）
。

会
議
で
は
、
そ
の
後
、
30
年
度

国
防
関
係
概
算
要
求
な
ど
に
つ
い

て
、
話
し
合
わ
れ
た
模
様
。

な
お
、
会
議
に
は
、
基
地
協
か

ら
「
基
地
対
策
関
係
施
策
の
充
実

強
化
に
関
す
る
要
望
」
（
7
月
11

日
の
第
88
回
理
事
会
で
決
定
）
を

提
出
し
て
い
る
（
要
望
は
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

※※
要要
望望
要要
旨旨

30
年
度
予
算
概
算
要
求
に
当
た

り
、
1
点
目
と
し
て
、
防
衛
省
所

管
の
障
害
防
止
や
騒
音
防
止
事
業

等
に
係
る
基
地
周
辺
対
策
経
費
の

所
要
額
確
保
、
特
に
、
特
定
防
衛

施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
、
所
要
額
確
保

を
要
望
す
る
。
ま
た
、
在
日
米
軍

再
編
に
伴
い
負
担
増
と
な
る
関
係

市
町
村
に
対
す
る
十
分
な
支
援
措

置
と
、
特
に
、
再
編
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
再
編
特
措
法
の
改
正
に

よ
り
有
効
期
限
が
10
年
延
長
さ
れ

た
が
、
引
き
続
き
所
要
額
の
確
保

を
要
望
す
る
。

2
点
目
。
総
務
省
所
管
の
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
所
要
額

確
保
を
要
望
す
る
。
な
お
、
調
整

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
基
地
交
付

金
と
同
様
に
義
務
的
経
費
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
た
い
。

※
合
同
会
議
出
席
市

▽
副
会
長
�
綾
瀬
市
（
会
長
職
務

代
理
）
、
鹿
屋
市

▽
相
談
役
�
相
模
原
市
、
大
和
市
、

舞
鶴
市
、
呉
市

▽
高
萩
市
（
茨
城
県
）

〒
3
1
8
―
8
5
1
1

茨
城
県

高
萩
市
本
町
1
―
1
0
0
―
1

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変

更
な
し

総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
が
開
催

挨拶する野田総務大臣

自民党

―
地
方
六
団
体
な
ど
が
要
望
―

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

要望する武藤基地協会長職務代理

国国
防防
部部
会会
・・
安安
全全
保保
障障
調調
査査
会会

合合
同同
会会
議議
がが
開開
催催

自民党

―
基
地
協
が
要
望
―

紹介を受ける松原国地方特委委員長

挨拶するあかま自民党総務部会長

紹介を受ける武藤基地協会長職務代理

挨拶する若宮自民党国防部会長

挨拶する小野寺防衛大臣
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平
成
29
年
度
地
方
議
会
図
書
室

等
職
員
研
修
会
を
8
月
24
日
・
25

日
に
開
催
し
た
（
本
紙
2
0
2
4

号
3
面
に
掲
載
）
。

研
修
会
で
は
、
各
市
区
の
議
会

図
書
室
の
機
能
向
上
に
資
す
る
先

進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
、

説
明
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
紙

で
は
、
今
号
か
ら
順
次
、
概
要
を

掲
載
す
る
。

今
号
は
、
「
議
会
図
書
室
の
最

新
動
向
と
論
点
整
理
」
に
つ
い
て
。

議議
会会
図図
書書
室室
のの
最最
新新

動動
向向
とと
論論
点点
整整
理理

〜
政
策
づ
く
り
に
効
く
議
会
図
書
室
〜

塚
田
洋
・
国
立
国
会
図
書
館
勤

務
の
作
成
し
た
資
料
を
基
に
事
務

局
か
ら
説
明
し
た
。

1
議
会
図
書
室
は
政
策
づ
く
り
に

役
立
つ
か

議
会
基
本
条
例
に
図
書
室
の
整

備
を
定
め
る
市
は
多
い
が
、
蔵
書

も
職
員
も
少
な
く
、
機
能
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
実

態
は
無
人
の
書
庫
と
化
し
て
い
る
。

司
書
に
つ
い
て
は
、
議
会
や
行
政

の
専
門
知
識
の
蓄
積
が
な
い
の
で
、

置
い
て
も
役
に
立
た
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
。

国
会
の
国
政
調
査
権
に
並
ぶ
調

査
権
を
地
方
自
治
法
第
1
0
0
条

に
規
定
し
、
そ
の
第
19
項
に
図
書

室
の
必
置
を
規
定
し
て
い
る
。
議

員
の
調
査
活
動
を
支
え
る
の
が
図

書
室
の
役
割
。
執
行
部
以
外
の
独

自
の
情
報
源
が
な
け
れ
ば
政
策
提

案
（
代
案
提
示
）
が
で
き
な
い
。

議
員
、
調
査
担
当
職
員
、
司
書
に

は
情
報
行
動
に
違
い
が
あ
り
、
司

書
が
得
意
な
ウ
ェ
ブ
調
査
や
文
献

調
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
執
行
部
に
は

な
く
、
議
会
独
自
の
情
報
源
に
な

り
う
る
。
大
阪
府
立
図
書
館
の
政

策
立
案
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
28
年
度

の
利
用
が
5
7
4
件
あ
り
、
法
令

・
判
例
や
統
計
に
関
す
る
調
査
が

多
い
が
、
司
書
の
視
点
が
入
り
思

考
の
広
が
り
（
自
分
と
は
違
う
ア

プ
ロ
ー
チ
）
を
得
ら
れ
る
と
評
価

が
高
い
。

グ
ー
グ
ル
や
ヤ
フ
ー
な
ど
の
表

層
ウ
ェ
ブ
の
検
索
で
得
ら
れ
る
情

報
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。
司
書
は
、

深
層
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
専
門
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
学
術
論
文
を
探
す
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
り
、
「
ネ
ッ
ト
で
間

に
合
う
」
は
大
き
な
誤
り
。
司
書

に
は
他
の
図
書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
情
報
収
集
力
も

あ
る
。

2
議
会
図
書
室
を
一
般
質
問
に
使

う土
山
希
美
枝
・
龍
谷
大
学
教
授

が
代
表
を
務
め
る
議
員
の
質
問
力

を
強
化
す
る
研
修
で
は
、
議
員
が

失
敗
し
た
質
問
を
持
ち
寄
り
、
テ

ス
ト
答
案
の
復
習
を
行
う
が
、
多

く
の
失
敗
は
調
査
不
足
が
原
因
で

あ
る
。
成
功
に
導
く
の
は
①
争
点

情
報
②
基
礎
情
報
③
専
門
情
報
―

の
3
つ
の
情
報
で
あ
る
。
①
は
課

題
を
明
確
化
す
る
情
報
で
、
新
聞

記
事
な
ど
。
②
は
裏
付
け
情
報
や

客
観
的
に
下
支
え
す
る
情
報
で
、

法
令
や
統
計
な
ど
。
③
は
専
門
家
、

研
究
者
が
論
点
を
ど
う
論
じ
て
い

る
か
と
い
う
情
報
で
、
雑
誌
論
文

や
図
書
な
ど
。
こ
れ
ら
は
、
司
書

の
情
報
収
集
力
で
容
易
に
集
め
ら

れ
る
。

最
後
に
、
①
〜
③
の
情
報
を
集

め
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
イ

ト
を
紹
介
す
る
。

①
に
つ
い
て
。
各
新
聞
社
の
無

料
サ
イ
ト
も
あ
る
が
日
経
テ
レ
コ

ン
な
ど
の
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

は
、
全
国
紙
、
地
方
紙
、
業
界
紙

な
ど
の
検
索
も
で
き
る
。
県
立
図

書
館
や
一
部
の
市
区
立
図
書
館
で

も
契
約
し
て
い
る
。
政
策
課
題
ご

と
に
地
方
紙
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る

情
報
誌
も
あ
る
。

②
に
つ
い
て
。
現
行
法
令
で
は

「
ｅ
―

Ｇ
ｏ
ｖ
（h

ttp
s
:
//w
w

w
.e

―g
o
v
.g
o
.jp
/

）」、
全
国

1
7
2
7
自
治
体
の
例
規
デ
ー
タ

を
格
納
す
る「
条
例
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ー
カ

イ
ブ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（h

ttp
:
//

jo
re
i.slis.d

o
sh
ish
a
.a
c
.

jp
/

）」、
政
府
統
計
は「
ｅ
―

Ｓ
ｔ
ａ

ｔ
（h

ttp
:
//w
w
w
.e

―sta

t.g
o
.jp
/

）」、
地
方
創
生
関
係

は
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（h

ttp
s
:
//r

e
sa
s.g
o
.jp

）」、
国
や
自
治
体

の
過
去
の
サ
イ
ト
情
報
は「
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｐ（h

ttp
:
//w
a
rp
.n
d
l.

g
o
.jp
/

）」な
ど
。

③
に
つ
い
て
。
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
の
資
料
は
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
―

Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ（h

ttp
s
:
/
/
n
d
lo
p
a
c
.

n
d
l.g
o
.jp
/

）」、
論
文
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は「
Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ（h

ttp
:

//c
i.n
ii.a
c
.jp
/

）」な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
グ
ー
グ
ル
な
ど
で

は
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
の
成

功
事
例
は
見
つ
か
る
が
、
失
敗
事

例
を
探
す
こ
と
は
難
し
い
。
例
え

ば
、
商
店
街
の
活
性
化
施
策
の
失

敗
事
例
に
つ
い
て
も
、
こ
の
2
つ

の
サ
イ
ト
を
使
え
ば
、
多
数
の
関

連
す
る
図
書
や
雑
誌
論
文
が
見
つ

け
ら
れ
る
。

【2017年9月号】
特集 : 地方創生と産学官連携
巻頭言 : 地方創生と知的財産戦略

渡部俊也
・産学官連携によるイノベーション
を生み出す環境の整備と、地方創
生の進展 田村直寛

・大阪大学の産学連携活動の取組と
その地域経済への貢献について

北岡康夫
【現地報告】
・静岡県浜松市 池野文昭

・兵庫県姫路市・播磨地域
吉村美紀

・高知県中土佐町 中越竜夫
【連載】
・議会紹介Ver.4 田口一博
・議会基本条例を議会に活かす・
住民に活かす 吉田利宏
・市町村議員のためのよくわかる
地方税 山本倫彦
・市町村議会広報クリニック

芳野政明

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL 03‐3264‐2520 又は FAX 03‐3264‐2867
URL http: //chuobunkasha.com/
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全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
は
、

全
国
の
市
議
会
議
員
の
皆
様
を
会

員
と
し
、
相
互
扶
助
を
目
的
に
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
任
意
加
入
の
保
険
と
し

て
、
疾
病
や
け
が
に
よ
る
入
院
・

手
術
を
補
償
す
る
「
全
国
市
議
会

議
員
医
療
保
険
制
度
」
と
、
傷
害

総
合
保
険
で
あ
る
「
全
国
市
議
会

議
員
団
体
補
償
制
度
」
の
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
「
全
国
市
議
会
議
員
医

療
保
険
制
度
」
に
つ
い
て
、
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

本
制
度
は
、
市
議
会
議
員
の
皆

様
が
万
が
一
疾
病
を
患
っ
た
り
、

け
が
を
負
っ
た
り
、
介
護
状
態
と

な
っ
た
際
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
安

心
の
医
療
保
険
制
度
で
す
。
疾
病

・
け
が
・
が
ん
な
ど
の
補
償
の
ほ

か
、
平
成
30
年
1
月
1
日
か
ら
新

た
に
介
護
補
償
を
追
加
し
、
よ
り

充
実
し
た
補
償
内
容
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
電
話
に
て
各
種
医
療
相
談

に
応
じ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス

ト
」
や
、
生
活
支
援
に
関
す
る
情

報
の
提
供
を
行
う
「
デ
イ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
」
、
電
話
で
の
介
護
相
談

等
に
お
応
え
す
る
「
介
護
ア
シ
ス

ト
」
な
ど
の
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
も

充
実
し
て
お
り
ま
す
。

本
制
度
は
団
体
割
引
20
％
が
適

用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
通
常
よ
り

割
安
な
保
険
料
に
て
補
償
を
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

加
入
日
時
点
で
市
議
会
議
員
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
が
で

き
、
本
人
と
併
せ
て
配
偶
者
の
方

も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
補
償
に
つ
い
て
は
ご
両
親
・

ご
兄
弟
な
ど
も
ご
加
入
い
た
だ
け

ま
す
。
加
入
に
際
し
て
医
師
の
審

査
は
不
要
で
、
健
康
状
態
の
告
知

の
み
で
加
入
で
き
ま
す
。

更
新
の
際
は
、
特
段
の
お
申
し

出
が
な
い
限
り
毎
年
自
動
更
新
い

た
し
ま
す
。

保
険
期
間
は
、
毎
年
1
月
1
日

午
後
4
時
か
ら
の
1
年
間
で
、
中

途
加
入
の
お
申
し
込
み
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
、
年
齢
別
に

区
分
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
補
償
内

容
は
一
律
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
規
、更
新
と
も
に
80
歳
ま
で（
ご

本
人
以
外
の
介
護
補
償
は
、
84
歳

ま
で
）
加
入
が
で
き
、
退
職
後
も

継
続
加
入
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
29

年
8
月
17
日
付
け
に
て
各
市
議
会

事
務
局
に
送
付
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
資
料
請
求
は
無
料
で
す
の
で
、

全
国
市
議
会
議
長
会
・
全
国
市
議

会
議
員
互
助
会
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
☎
0
3
―
3
2

6
2
―
5
2
3
3
）
。

ご案内

全全
国国
市市
議議
会会
議議
員員

医医
療療
保保
険険
制制
度度
全国市議会
議員互助会
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